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要  約 

 

「チョウ目害虫抵抗性ワタ MON15947 系統」について食品健康影響評価を実施し

た。 

 

本系統は、チョウ目害虫抵抗性の形質が付与された「鱗翅目害虫抵抗性ワタ 15985

系統」（以下「15985 系統」という。）及び非遺伝子組換えワタ DP393 を親系統とし

て、これらを従来の手法で掛け合わせて作出されたものである。組換え DNA 技術に

より作出された 15985 系統に付与された２つの導入遺伝子領域のうち１つが除かれ

た品種である。 

なお、15985系統については安全性審査の手続を経た旨が公表されており、ヒトの

健康を損なうおそれはないと判断されている。 

 

本系統に係る食品健康影響評価では、導入された遺伝子によって産生されるタンパ

ク質は植物の代謝経路に影響を及ぼさず互いに影響し合わないこと、掛け合わせ品種

は亜種レベル以上の交配でないこと及び摂取量・食用部位・加工法等に変更はないこ

とを確認した。 

 

以上のことから、本系統については、「食品健康影響評価済みの遺伝子組換え植物を

掛け合わせた品種の食品健康影響評価に関する事項」（「遺伝子組換え食品（種子植物）

に関する食品健康影響評価指針」（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）別添）

に基づき、改めて安全性の確認を必要とするものではないと判断した。 
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Ⅰ．評価対象食品の概要 

（申請内容） 

名 称 ： チョウ目害虫抵抗性ワタMON15947系統 

性 質 ： チョウ目害虫抵抗性 

申請者 ： バイエルクロップサイエンス株式会社 

開発者 ： Bayer Group（ドイツ） 

 

「チョウ目害虫抵抗性ワタMON15947系統」（以下「ワタMON15947」という。）

は、チョウ目害虫抵抗性の形質が付与された「鱗翅目害虫抵抗性ワタ 15985 系統」

（以下「15985 系統」という。）及び非遺伝子組換えワタ DP393 を親系統として、

これらを従来の手法で掛け合わせて作出されたものである。組換え DNA 技術によ

り作出された 15985 系統がもつ２つの導入遺伝子領域のうちの一方（改変 cry1Ac

遺伝子発現カセット及び nptII 遺伝子発現カセット）が遺伝的分離により除かれ、

他方（改変 cry2Ab2遺伝子発現カセット及び uidA遺伝子発現カセット）が維持さ

れた品種である。 

なお、15985系統については安全性審査の手続を経た旨が公表されており、ヒト

の健康を損なうおそれはないと判断されている。 

 

Ⅱ．食品健康影響評価 

１．導入された遺伝子によって、既存品種の代謝系には影響なく、害虫抵抗性の形

質が付与されている品種と従来品種との掛け合わせである。 

（１）改変 Cry2Ab2タンパク質について 

15985 系統に導入された改変 cry2Ab2 遺伝子によって産生される改変

Cry2Ab2 タンパク質は、酵素活性を持たない。したがって、改変 Cry2Ab2 タ

ンパク質が植物の代謝経路に影響を及ぼすことはないと考えられる。 

 

（２）GUSタンパク質について 

15985系統にマーカーとして導入された uidA遺伝子により産生されるGUS

タンパク質は、β-グルクロニドを加水分解する酵素である。β-グルクロニド

は植物における存在は稀少であり、植物の代謝経路に影響を及ぼすことはない

と考えられる。 

 

以上のことから、いずれの形質も植物の代謝経路に影響を及ぼすものではなく、

その作用機作は独立しており、本系統において互いに影響し合わないと考えられ

る。 

 

２．亜種レベル以上の交配でない。 

掛け合わせた品種は、亜種レベル以上の交配ではない。 

 

３．摂取量・食用部位・加工法等に変更がない。 

従来品種と比較して、摂取量・食用としての使用部位・加工法等の利用方法や

利用目的に変更はない。 
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４．遺伝子組換え栽培系統に付与される形質の分類に関する事項 

ワタMON15947 は、「遺伝子組換え食品（種子植物）に関する食品健康影響評

価指針」（平成 16 年 1 月 29 日食品安全委員会決定）別添１①「導入された遺伝

子によって、既存品種の代謝系には影響なく、害虫抵抗性、除草剤耐性、ウイル

ス抵抗性などの形質が付与されるもの。」に分類されるものである。 

 

以上のことから、ワタMON15947については、「食品健康影響評価済みの遺伝子

組換え植物を掛け合わせた品種の食品健康影響評価に関する事項」（「遺伝子組換え

食品（種子植物）に関する食品健康影響評価指針」別添）に基づき、改めて安全性

の確認を必要とするものではないと判断した。 


